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4・ nl・・is・・s・is　iaと ’ぬη）on 漁 と を 同一 と し た が 之 れ を form
， 若 し くは raee に す る　 、

　　か は 明記 し て な v ・
。 私 は 此 の 二 つ を clα 一ra の 異 名 と した

。
画 ppo ’廊 α の 産

　 　地 が 沖縄 と レ ー ペ ノレ 付 け られ て居 る との こ とは 私 の 想 像 が 間 違 ひ で な か

　　つ プZ こ と を矢］つ fe
。 　　　 ， 　　　　

・
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　　　　　　　　　 H ・ PE に 就 い て

横 　　山 　　桐 　　郎

“
　　 私 は 昨 年 の 五 月属 本 の 熱 帶 國 と言 は れ る 臺灣 へ 探 集旅 行 を行 ひ

、
多 くの 昆 蟲

　 類 を 集 め 歸 つ た が 、 そ の 中 で も最 も私 の 興 味 を惹 い た の は 、 表 題 に 掲 げ た 「 テ

　　ナ ガ コ ガ ネ 」 と い ふ 體 長 60mm に及 ぶ コ ガ ネ ム シ の
一

種 で あ つ た 、 此 蟲 は 、

　 Scarabaeidae （コ ガ ネ ム シ 科 ）の Euchlrinae （テ ナ ガ コ ガ ネ 亞 科 ）に 屬 す る もの

　 で 、 此 亜 科 に 屬 す る 種 類 は 、 目下 世 界 で 十
一 種 ば か b知 れ て ゐ るが 、 其 中二 種

　 は 、 印 度 及 び その 附 近 か ら更 に二 種 、 南支 那か ら二 種 、
フ t リ 。

ビ ン か ら
一

種

　 マ レ 擁 群 島の シ ー ラ ム 、 及 び ア ム ボ イ ナ 兩 島か ら一 種 、 最 後 に 小 亜 細 亜 を 初 め

　　と し て 南 方 コ ソ ス タ ソ チ ノ ー プ ル 附 近 へ か け て 一 種 、 都 合 十
L

種 が 知 られ て ゐ

　　る と V ・メ、わ け で あ る
、 然 し 其 産 地 は 凡 て 東洋 誨國 に 限 られ て ゐ る

、 そ し て 此 類

　 の もの が 、 吾 が 臺灣 に 居 る と V ・ム 事 は 、 臺 灣 の 昆 蟲 學 者 間 に は 周 知 の 事 で あ b 、

　 X 遠 くは 1913 年 獨 の 0 肌 us 博 士 は 、臺灣 で 朽 ち た樟 樹 の 樹 の 幹か ら此 蟲 を堀

　　b 出 した と い ふ 記 鋒 もあ る が 、 本 邦 人 の 手 に 依 つ て は 未 だ
一 度 も記 録 され た 事

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ね＋

　 が な V 故 、 茲 に 寫眞 と共 に 記 し て 諸 君 に 御 紹 介 しや う と思 ふ 。

　　 形態 、 先 づ 其形 態 か ら詑 せ ば、 概 形 は 濃 い 赤銅 色若 くは 金緑色 の 光澤 が あ る

　 如 何 に 竜 どつ し b した 形 で 、 頭 部 は 小 さ い が 前胸 背 は 大 きく、

’

翅 鞘 は 小 到 形 を

‘
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　 呈 し 、 地 色 は 先 づ 黒 色 だ が 、 光 線の 具 合 で
、 緑 紫 色 の 金屬 光澤 を放 ち、 表 面 に

’
　 は 不 規 則形 の 黄機 色 の 斑點 が 散 在 し て ゐ る 、 そ し て體 の 下 面 に は 淡 黄禍 色 の 長

゜
い 軟 毛 が

一
面 に 生 へ て ゐ る 、 但 し腹部 の 中央部 殊 に第五 節 に は 毛 が 少 な い

、 此

　 毛の ふ か V 事 は 雄 に 於 V ・
て 一 廢 9一だ し く 、 雌 に 於 て は 腹部 の 兩側 に 少 し生 へ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 q

　 ゐ る丈 で
、 中央部 に は 殆 ん どな い

。

　　 雄 、 さ て 更に 雄雌 に 既 い て 細述 す れ は 、 雄 は 頭 部 は 鱧の 害恰 に 小 さ く、 粗崟な

　 點 刻 密布 し 、 顎 片 は 顯 著 な 隆起 線 に 依 つ て 前 頭 と隔 碓 さ れ
、 顎 片 の 前面は 鋼 れ

　 だ や う に 凹 み 、 前絵 は 著 し く上 方 1こ

　 跳 ね 返 へ b、 そ の 萠 縁 の 中 央 部 は 、　　　　　　　　　　　　　
’

N

　稍 1圓 く灣 出 し て ゐ る と共 に 、爾端 は

　 小 さ な刺 と な つ て 突 出 し てゐ る
、 前

　 胸背 は 極 め て 横廣 で あ う、 又 背面 隆

　 ま り其 中央 1こは 深 い 縱 溝 が 通 つ ．
“C ゐ

　 る が 、 此 縱 溝は 中央 部 以後 か ら漸 時

　 巾 を 増
r
し、略 1 三 角 形 の ［變陷 を 形 造 つ

　 て ゐ る
。 前胸 背 の 稍 こ前 方 に 扁 して 、

　 此 縱 溝 の 左 右 に
、

一一・ltの 淺 い 圓形 の

　 凹 陷部 が あ る
、

之 は 雌 よ b も雄 の 方

　 が 著 し V らし い
． 前 胸 背 の 桑 面 に は

　 圓 形 の 顯 著 な鷺 が散 在 し て ゐ る が 、

　 前 胸 背 の 周 圍 及 び 縱 溝 の 中に は 特 1ζ

　 多 く、 寧 ろ 密 布 し て ゐ る と云 つ て よ

　 い
。 前胸 背の 兩 側 は 弧駿 に 突 出 し 此

　 部分 は 扁卒 を呈 し て ゐ る 。 周 邊 に は

　 細 か い 齒 懸 突 起 が 並 び 、 下 面 に は 淡

　黄褐 毛を 、．叉下 面 周 邊 に は 濃 い 黄褐

　 毛 が 密生 し て ゐ る
。 翅 鞘 は 既 ｝こ形 態

　 の 所 で 記 し た 通 り． 稜 歌部 は 孚 月形

　 で 稿 光 澤 を 放 ち． 微 細 な點 刻 が あ る

　 た め 粗 面 を呈辱し て ゐ る 、 脚 は 黒 色 で

　 あ る が 、 腿 節下 面 は 金緑 光 を帶 び て

嘸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 テ ナ ガ コ ガ ネ 歪　實 物 大 よ tJ五 分縮小

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 β　　 　　
’
著 者寫眞 〉　　 嚇

ゐ る
。 前脚 は 著 し く長 く、 腿節 の （20m 堕 ）の 前 方の 中央 か ら稍 湛 部 に 近 い 所 に

は 長三 角形 の 大 きな突起 が あ る （之 ぼ雌 に な V ・
）。 脛筍 は 著 し く細 長 で 腿 節の 約

二 倍 （約 4  　mm ）、 弓 な b に 内方 に 曲 b 、 上 面 一 帶 に は 細か v ・刺 釈 突 匙 を 生 じ 、 外

側 に 溜 メ、て 三 個 の ・1喫 起 及 び 内側 の 中央 か ら少 し前 方 に 扁 した 所 か ら 、 著 賜 な
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角 駿 の 突起 を 出 し、 此 突 起 は斜 に 上 方 に 向 つ て ゐ る
。

脛 節 の 先端 は 剌 状 に 尖 つ

て ゐ る
。
1坿節 は 細 く第「節は 短 か い が 、 第二

、 第三 、 第四 と漸 豕少 しづ 丶長 さ

を増 し 、 第五 節 目は 極 め て 長 く （10mm ）、 第三 、 第 四 の 和 に 略 等 し い （全 長

321hm ）。 先端 に は 二 叉 に分 れ た 爪 を もつ て ゐ る 。 中、後 兩 脚 は 略 洞 形 で 、 各 腿

節 に は 太 い 刺 を もつ て ゐ る
。 尾 節 に は 淡 黄禍 の 軟 毛 密生 し て ゐ る

。 體長 62mm
。

　雌 、 雌 は 雄 に 比 べ る と遙 か に 小 9 く體 も細 形 で 叉 前脚 は 普 通 で あ る か ら何 等

著 しい 外觀 は 呈 し て ゐ な V
。 そ し て 徇 雄 と異 な る 點 は 前 胸 背 の 點 刻 が 雄 よ b も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ と著 し い 事 、 翅鞘 の 斑 紋 が 明瞭 で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 な い 事 、 鱧 の 下 面 及 び 尾節 に 毛 の 少

’
t ナ h

’
・ コ 　 b’ネ

．
珸 實物 大 よ り

一

約
一ε驫霜，」、

　 　 　 　 　 （著者寫 眞 ） ．

　 　な い 事 、 前脚 の 脛 節 の 外 側 に は六 本

　　の 大 刺 を有 す る 事 ， 後 脚 の 脛 節先端

　　が ラ ツ バ 状 に擴大 し で ゐ る 事 な どで

　　あ る 。 體 長 55m 皿
。

⇔ 　 　 脅性 、 既 に 述 べ た 通 b プ ナ ガ コ プ

　 　 ネ の 類 は 世 界 で 既 に 十
一

種 も知 れ て

　 　ゐ る け れ ど 、 その 習 性 、 生 活 史 な どに

　　至 つ て は 未 だ全 く未 知 の 趺 態 に 在 る

　　や う で あ る
。

lt　Y’幼 蟲 は 鍬 形 蟲の 類

　　と同 じや う に 植 物 の 朽 洞 内 に棲 ん で

・ 　 ゐ て 腐 蝕 質 を 食 して 生 活 し て ゐ る

　　事 。 そ し て成 蟲 は 各 種 の 樹 の 幹か ら

　 浸 み 出 す甘 液 を 吸 つ て ゐ る 事 な どが

　 判 つ て ゐ る に 過 ぎ な い 。 然 し想 ふ に

　 此 蟲 は 體 格 が 如 何 に も魁 偉 で あ る だ

　　け に 、 そ の 行 動 は 鈍 く、 從 つ て 其 生

　 活 に し て も、 平穩且 つ 亭 凡 で あ る に

相 違 あ る ま い 。 然 し その 偉 大 な體 格 の 行 動 を援 け る た め 、 屈 強 な脚 を持 ち、 そ

の 先端 に 有 す る 鏡 い 二 叉 に 分 れ た 爪 を備 へ て ゐ る 事 は 興 味 ある 點 で あ る、 彼 は

此 強 い 脚 と、 爪 と の 力 に 依 つ て
、 充 分體 重 を 支 へ

、 高 v 樹 に も登 攀 す る事 が 出

來 る
。 樹 此 甲 蟲の

一
大特 徴 と も い ふ べ き雄 の 前 脚 の 發 達 は 、

一 體 何 を意 味 す る

か と v   婦 こ、 それ も剣 つ き 6 説 明 が つ い て ゐ な い
。 尤 も此 現 象は 、

コ ガ ネ ム シ

科 の 中 で も、

ノ ・ ナ ム グ リ 亜 科 （CetOllinae）や 、
カ ブ F ム シ 亜 科 ｛Dynastinae、の

類 で も幾 分 その 傾 向 は 見 られ る が 、此 テ ヂ寅 コ ガ ネ 亜 科 （Euchirinae）麗 著 し い

事 は なv ’
。 英 の ARROw 氏 に 依 る と、 印度 J9 　

−t 　tZ 　4 産 の もの で は 、 前 脚 が 樹の

枯 枝 に 似 て ゐ る け れ ど、 叉 他 の 或種 で は 、 脛 節 に 金 色 の 密 毛 を裝 ふ て ゐ て 少 し
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　 も擬 態 の 役 を して ゐ な い 故 、 擬 態説 も、 此 現 象 の 設 明 と し て は 適 當 で な い し、叉

　 脚 の 變 形 が 元 來 生物 と し て の 有 用 生 命 が 雌 よ b も短 か く從 つ て
、 種 の 存 績 の た

　 め に は
、 保護が 少 な くて も よ い 雄 の 方 に 限 つ て ゐ る と い メ、事 は t 此 問 題 の 解決

　 と し て 一
層 困 難 に し て ゐ る と言 つ て ゐ る

。

　　 擧名 の 變遷 、 本 種 の 學 名 は 最 初 は 1841 年 HOPE 氏 に よつ て Cheir
ρ
ton’ms

　 maegea ，yi・と して發 表 され た の で （Ann ．　Nat．　HiSt．　VI　P ．30  及 び 、　Tralls・Linn ．

　 疂。c．　XVIII 　 154M その 後 暫 ら くは 上 記 の 學 名 が 用 ひ られ て ゐ た が 、
1848 年 に

　 XVEs’rNvc ｝oD 氏 は こ れ を E 紘c1伽 娼 竹 〜α cl鰐 乞（Cabi 玉1et （ぜ Oriental　Elltomology　p・3）

　 と し た が 、
1874 年 に 至 つ て DEYR 氏 は 更 らに 驕 名 を改 あ P岬 o 襯 俄 獅 〜〜α磁 五亘

　 （Aun ・Soc ・Ent ・France
， （5）IV

’
）と し た

、 そ し て 現 今 で は 此 學 名 が 用 ひ られ て

　 ゐ る
。

，

　　 本邦で の 採集 の 歴 史 、 吾 が 國 で は 臺 灣 に 潼 す る 丈 で 、 そ れ も極 め て 稀 で 臺 中

　 州 能 高郡霧杜 か ら ノ ・ボ ン ig　b で 採 れ る の で
、 從來 探 れ た 類 は 、 先 づ 多 くて二 十

　 匹 内 外 で あ ら 5
。 多 くは 夜 間燈 火 操 集 に よつ て 探 れ る そ う で あ る が 、 叉 朽木 の

　 下 な どで 探 れ る 事 もあ る と い ふ 。 私 の 所 持 品 の 雄 は 昨 夏 、 臺灣 、 埔里 街の 朝 倉

　 喜 代 松 氏 か ら贈 られ た もの で
、

ノ
・ボ ン の 産 。 雌 は 知友 鹿 野 忠雄 君 の 探 品 で あ る

。

　 詳 し い 採 集 歴 史 に就 い て は 今 私 は よ く知 らな い が 、 兎 に 角 珍 らし い 甲蟲 で あ る

　 事 は 確 か で あ る
。

、

抄 録

T ズ諭 し 齠 廠 齠 の 孚側胚 の 癒 着 に 依 る髓 板 の

　　　　　　　誘 起形 成 に就 い て　　　 ・

　 　HANs 　、VEBER ：　 Art　h．　f．】tn もwicklungsmech 。　 d．　Ovgranismen ．　 B （｝．113．　Hef14 ．　p．669−・703．

　 P．里928・

　劉沈 飢 嚢脇 を相 稱面 に 於 い て 左右 兩 孚 に 切 噺 し 、 各 同側 の 孚胚 を 極 を 一 致 せ

しめ て 癒 着 す る
。 然 か る 時 は V （，GT の 胚 の 豫定 域 分 布 圖 に 依 つ て も推 察 し得 る

如 く各 牛 胚 の 髓板 豫 定 域 と腹 面 の 外 皮豫定 域 とは 癒 着 面 に 於 い て栢 隣接 せ る位

置 を 取 る
。 斯 の 如 き癒 着胚 は 後 各 側 の 牛 分 の 胚 原 某 が 他 の 孚胚 の 外 皮 豫 定 域

を 髓 板 に 誘 恕 せ し め る 事 に依 つ て 、 完 全 な二 個 の 相 封 せ る胚 原墓 〔髓 板 、 脊索

及 び 中胚 葉側 板 ）を形 成 す る
。

此 の 事 實 は 且 て SPEMANN に 依 つ て 1918 年 に 發

表 さ れ た が 、 但 し氏 の 研 究 に 使 用 せ し胚 は 相 互 同色 な b し た め に 、 此 の 實驗 を

設 明 す る に 最 も必 要 な る 兩孚 胚 の 各 域 の 行 動 は 明 白に 認知 し得 なか つ た
。 本實

驗 は 特 に 此 の 點 の 是 正 を 欲 す る 見 地 よ あな され 、 先 づ癒 着 前 に 豫 め 一 方 の 胚 を
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